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世代を越えたエコライフ・コンソーシアム事業 

 

 

「省エネ・節電学習会（環境家計簿学習会）」実施結果概要 

１．モデル授業研修会の開催 

・推進員の環境学習スキルを高め、コンソーシアム事業として実施する各種学習会

への対応性を高める目的で、コンソーシアムを構成するＮＰＯ等団体の実務経験

者に４つのテーマに基づくモデル授業を実施し、講師、推進員、事業企画運営委

員３者による意見交換会を実施しました。 

 

開催日時：平成２３年８月４日（木）1３:00～16:30 

開催場所：福岡県中小企業振興センター ２０２会議室 

  出席者：推進員４２名、事業企画運営委員９名、講師４名  計５５名 

  主な議題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開会 
１． あいさつ(～13:05)   福岡県地球温暖化防止活動推進センタ－長 尾座本宜一 
  
２．ふくおか省エネ・節電県民運動について（13:05～13:15） 

福岡県環境部環境保全課 地球温暖化対策係長 吉田聡 
 
３．世代を越えたエコライフサポート・コンソーシアム事業について（13:15～13:25） 

福岡県地球温暖化防止活動推進センタ－ 副センター長 越智信雄 
 
４．公開モデル授業 
（１）環境家計簿学習会（13:25～13:55）：エコライフ市民の会代表 大谷光男 

（２）家庭の省エネ相談講座（13:55～14:25）：消費生活アドバイザー 林真実 

＜休憩 14:25～14:35＞   

（３）学校保護者向け講座(14:35～15:05)：ＮＰＯ法人エコけん理事長 清水佳香 

（４）小学生・園児向け講座（15:05～15:35）：ＮＰＯ法人環境みらい塾代表 吉田順子

  （５）講師、推進員、事業企画運営委員による全体的な意見交換（15:35～16:30） 

 

前期事業 
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■モデル授業研修会の開催風景 

 

① 環境家計簿学習会：  
エコライフ市民の会代表 大谷 光男 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②家庭の省エネ相談講座： 
消費生活アドバイザー 林 真実 

③学校保護者向け講座： 
ＮＰＯ法人エコけん理事長 清水佳香

④小学生・園児向け講座： 
ＮＰＯ法人環境みらい塾代表 吉田順子
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２．省エネ・節電学習会（環境家計簿学習会）の開催結果概要 

 

・今年夏場（７～９月）の緊急の課題となっている「節電」の取組を全県的に展開す

るために、コンソーシアムを構成するＮＰＯ等団体や推進員等による「省エネ・節

電学習会（環境家計簿学習会）」を県内市町村単位でリレー開催し、節電方法の情

報やツールとして有効な環境家計簿の付け方、具体的な省エネ相談にも対応して、

参加者の家庭における節電（省エネ）を促進しました。 

・また、コンソーシアム主催の「「省エネ・節電学習会（環境家計簿学習会）」の開催

情報については、専用のチラシを作成し推進員を通じて各地域に配布するとともに、

県センターのHP上で公開しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 省エネ・節電学習会（環境家計簿学習会）の紹介チラシ 

 

＜省エネ・節電学習会（環境家計簿学習会）開催実績＞ 

 

 

 

 

 

・ 学習会開催数：５７か所 （目標４０か所） 

・ 学習会参加者数：１，５３０名 

・ 節電宣言提出者数：８７１名 
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環境家計簿学習会開催成果報告書（例） 

開催地域名 南筑後 開催市町村名 筑後市 

学習会の名称 夏の省エネ・節電学習会 開催場所（会場） サンコア第６講習室 

開催年月日 ２０１１年７月３０日 時間帯（学習時間） 10：00～11：30（1.5 時間）

学習会の対象者 

一般市民 参加者数 

（節電宣言者

数） 

    ４４ 人 

   （  ４０ 人） 

 講師名（所属） 
荒木フサエ 氏 

（福岡県地球温暖化防止活動推進員） 
サポーター名 

 矢加部茂晴 

 矢加部茂晴 所属 福岡県地球温暖化防止活動推進員 開催成果報告者名 

TEL 0942-53-4596 FAX   左同 E-Mail Yakabe1615@ybb.ne.jp

学習会の開催報告 

 

下記の項目を簡潔

にまとめ、写真を貼

付してください 

 

① 全体の中の学習

会の位置付け 

② 学習会の方法、内

容、特長等 

③ 主な質疑応答の

内容 

④ 参加者の反応等 

 

※サポーターの方は会

場設営（プロジェクター

やスクリーン等の機材

調達や会場設営、受付、

資料配付、司会進行、写

真撮影、開催成果報告書

の作成をお願いします。 

① 環境家計簿学習会の位置づけ 

ふくおか省エネ・節電運動の取組みとして開催。また、午後には「エコ運転術

（座学研修会）をＪＡＦ福岡支社から講師を招き開催し、その中でふくおか省

エネ・節電運動の説明を行った。 

②学習会の開催状況（方法、内容、特長、その他特記事項） 

・前半は学習会用パワーポイントデータに基づき、環境家計簿や県民運動の概要

等の説明を行い、後半は講師の具体的な取組みについてお話をしていただいた。

・地球温暖化に関するパネルを会場内に掲示。また、学習会の中で照明の簡単な

実験（白熱電球とＬＥＤ電球の電気消費量比較）を行った。 

③主な質疑応答 
・エアコンやテレビなどの節電について 

・筑後市として省エネ・節電学習会の機会をさらに増やしてほしい 等 

④特記事項 

（参加者の反応、課

題、感想等） 

 参加された方は総じて満足しておられたのではないかと思う。時間的には適当だ

と考えるが、質疑応答の時間が少し足りなかったようで時間配分を配慮すべきであ

ったようだ。 
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３．今後の作業項目について 

 以下の方法で、コンソーシアム事業の排出量削減効果の測定を実施します。 

 

 

 

・学習会参加者に対しては、県民運動への参加を促し、節電宣言を提出してもらい

（８７１通）、７月～９月の節電行動の結果として電気使用量の請求書を添付し

た報告書を郵送してもらう。 

 

・学習会参加者から報告された３カ月間の電気使用量を特定し、前年の同月と比較

して、節電量を集計して、その結果から期間又は年間のＣＯ２削減量を推計する。

 


